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●福祉協力校
●ボランティア川柳/歳末たすけあい募金運動
●ふくし活動ひと筋
●福祉サービス利用援助事業　
●施設紹介
●各種相談

　市内の小学校では、総合学習等の時間を使って、車いすやアイマスク
をつけての体験学習を行っています。
　小さいときから障がいについての理解を含め、体験を通して、思いや
りの心を育みます。
　市内の中学校では、小学校のときの体験を生かして、障がいのある方
と直接交流し、さらに理解を深めてもらいます。
　そして、子どもたちが大きくなったとき、わたしたちの住む町が、誰
にでもやさしい町となっていることを期待しています。

車
い
す
っ
て
結
構
大
変
！

〜
福
祉
協
力
校
〜

小学校での
福祉学習

福授園での
作業体験

鯖 江 市 社 会 福 祉 協 議 会

公 式 　 Ｆ ａ ｃ ｅ ｂ ｏ ｏ ｋ



歳末たすけあい募金運動がはじまります歳末たすけあい募金運動がはじまります

【問合せ先】鯖江市共同募金委員会
（鯖江市社会福祉協議会内）
TEL 51-0091　FAX 51-8079

　12月１日から共同募金運動の一環として行う“歳末たすけあい運動”が始まります。
今年の募金目標金額は１,９００,０００円で、募金は次の事業等に必要な資金として活用されます。
皆様のあたたかいご理解、ご協力をお願いします。

♥70歳以上のひとり暮らし高齢者へ歳末慰問品をお届け
します。

ひとり暮らし高齢者を対象とした歳末慰問事業
♥地域福祉活動を活性化させるために公民館単位にある地
区社協に対して活動費を助成します。 

地区社協活動推進事業

♥市内の小学生のみなさんが、65歳以上のひとり暮らし
高齢者の方に対して心のこもった年賀状をお届けします。

ひとり暮らし高齢者への年賀状送付事業
♥要支援者の方に、交流を図り孤独感を解消してもらうこ
とを目的に年賀状をお届けします。

要支援者への年賀状送付事業

♥支援が必要な方へ家事や外出を支援する「地域ささえ愛
サービス事業」の費用を助成します。

地域ささえ愛サービス事業

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
川
柳
も
16
回
を
迎
え
、
県
内

各
地
か
ら
、
一
般
の
部
、
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
合
わ
せ
て
４
０
２
句
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
鯖
江
番
傘
川
柳
会
の
中

村
会
長
に
審
査
を
お
願
い
し
た
結

果
、
一
般
の
部
14
句
、
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
34
句
が
入
選
と
な
り
ま
し
た
。

　
上
位
入
選
の
句
は
上
記
の
と
お

り
で
す
。

　
な
お
、
入
選
さ
れ
た
方
は
、
11

月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ま
つ
り
２
０
１
９
内
で
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
12
月

９
日
ま
で
、
ア
イ
ア
イ
鯖
江
　
や

す
ら
ぎ
の
広
場
に
て
掲
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

歳末慰問 年賀状送付

入
賞
お
め
で
と
う

一 般 の 部ジ ュ ニ ア の 部
〇
第
一
席

　
し
と
ど
流
れ
る
汗
の
奉
仕
の
輝
き
よ 

　
　
　
　
　
　
佐
野
　
喜
代
治
　
　
鯖
江
市

〇
第
二
席

　
知
恵
と
汗
惜
し
ま
ず
一
歩
出
す
勇
気

　
　
　
　
　
　
羽
生
　
悦
郎
　
　
　
大
野
市

〇
福
井
新
聞
社
賞

　
感
謝
さ
れ
奉
仕
の
出
来
た
身
に
感
謝

　
　
　
　
　
　
杉
本
　
榮
子
　
　
　
福
井
市

〇
第
三
席

　
さ
り
気
な
く
尽
く
す
笑
顔
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
前
川
　
正
子
　
　
　
小
浜
市

〇
第
一
席

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
尊
い
命
助
け
ま
す 

　
　
　
　
　
　
宮
田
　
翼
　
　
立
待
小
学
校

〇
第
二
席

　
人
だ
す
け
み
ん
な
を
助
け
る
思
い
や
り

　
　
　
　
　
　
小
田
　
大
誠
　
河
和
田
小
学
校

〇
福
井
新
聞
社
賞

　
人
と
人
共
に
生
き
る
感
謝
の
輪

　
　
　
　
　
　
竹
沢
　
太
陽
　
吉
川
小
学
校

〇
第
三
席

　
自
分
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
道
ま
ず
一
歩

　
　
　
　
　
　
竹
内
　
梓
紗
　
惜
陰
小
学
校

敬
称
略
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ボランティア川柳



●
鯖
江
市
長
表
彰

　
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
功
労

　
　
山
　
田
　
喜
久
代

　
　
青
　
山
　
末
　
子

　
　
久
　
保
　
ち
づ
子

　
　
野
　
尻
　
茂
　
野

　
社
会
福
祉
事
業
功
労

　
　
藤
　
澤
　
賢
　
之

　
地
域
福
祉
活
動
功
労

　
　
酒
　
井
　
順
　
子

　
　
池
　
本
　
ひ
と
み

　
　
高
　
芝
　
和
　
彦

　
　
福
　
田
　
末
　
隆

　
　
熊
　
野
　
澄
　
子

　
　
吉
　
川
　
邦
　
子

　
　
増
　
田
　
皓
　
子

　
　
桑
　
原
　
由
紀
江

　
　
山
　
本
　
節
　
子

　
　
山
　
﨑
　
レ
イ
子

　
　
吉
　
田
　
榮
　
子

　
　
鯖
江
市
い
き
が
い
マ
ジ
ッ
ク
倶
楽
部

●
鯖
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
社
会
福
祉
事
業
功
労

　
　
大
　
橋
　
明
　
美

　
　
菊
　
野
　
琴
　
枝

　
　
野
　
上
　
仁
　
子

　
　
廣
　
部
　
友
　
和

　
　
菅
　
原
　
　
　
崇

　
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
福
祉
委
員
功
労

　
　
福
　
岡
　
す
え
子

　
　
飯
　
田
　
和
　
子

　
　
青
　
木
　
み
な
子

　
　
稲
　
倉
　
正
　
弘

　
　
山
　
田
　
智
　
子

　
　
北
　
島
　
あ
け
美

　
　
津
　
持
　
文
　
子

　
　
小
　
嶋
　
志
保
美

　
　
藤
　
本
　
澄
　
子
　

　
　
吉
　
田
　
弘
　
美
　

　
　
細
　
川
　
武
　
幸

　
　
牧
　
野
　
洋
　
子

　
　
田
　
中
　
健
　
一

　
　
吉
　
江
　
惠
　
子

　
　
坪
　
内
　
時
　
子

　
　
福
　
田
　
と
　
き

　
　
佐
々
木
　
紀
　
子

　
　
北
　
　
　
静
　
子

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労

　
　
田
　
中
　
治
　
男

　
　
森
　
本
　
　
　
茂

　
　
禿
　
　
　
知
　
子

　
　
片
　
山
　
フ
サ
子

　
　
窪
　
田
　
ひ
ろ
子

　
　
水
　
嶋
　
正
　
信

　
　
川
　
村
　
惠
美
子

　
　
黒
　
田
　
和
　
代

　
　
青
　
山
　
昭
　
子

　
　
齊
　
藤
　
多
惠
子

　
　
坂
　
井
　
艶
　
子

　
　
鯖
江
市
愛
育
会

　
　
鯖
江
市
高
年
大
学

　
　
　
合
唱
ク
ラ
ブ
ハ
モ
ー
レ
さ
ば
え

　
　
神
明
吟
舞
道
真
愁
会

　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　鯖江市内外で芸術文化活動に活躍されている方々
や、趣味で作品づくりに励んでいる方の作品が一堂
に展示され、気に入った作品があれば自由に入札い
ただけます。
　どなたでも自由に参加いただけますので、たくさ
んのご来場お待ちしています。
　なお、収益金は社会福祉事業の振興発展に充てら
れます。

第10回歳末たすけあい
チャリティーオークション

3 さばえ 社協だより

ふ
く
し
活
動
ひ
と
筋

〜
鯖
江
市
福
祉
大
会
〜

　

令
和
元
年
10
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
『
第
50
回
鯖
江
市
福
祉
大
会
』
に
て
、
永
年
、
様
々
な

分
野
で
鯖
江
市
の
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
、
鯖
江
市
長
な
ら
び
に
鯖
江
市
社
会
福
祉
協
議

会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第10回歳末たすけあい
チャリティーオークション

開催日時　令和元年12月8日（日）～ 14日（土）
　　　　　午前10時から午後６時まで
　　　　　※最終日のみ午後４時まで
開催会場　鯖江市文化の館　２階ロビー　談話室
入 場 料　無料
共　　催　鯖江市文化協議会
　　　　　北陸電力㈱丹南支社
　　　　　鯖江チャリティオークションの会

市長表彰代表　山田　喜久代 氏

市社協会長表彰代表　細川　武幸 氏
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判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
な
か
に
は
、

毎
日
の
暮
ら
し
に
必
要
な
お
金
の
出
し
入

れ
が
き
ち
ん
と
で
き
な
か
っ
た
り
、
訪
問

販
売
な
ど
で
過
剰
に
物
品
を
購
入
し
て
し

ま
っ
た
り
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
想
定
さ

れ
ま
す
。

　
鯖
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
そ
の

よ
う
な
方
々
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
個
人
の
尊
厳
と
利
用
者
自
身

の
意
思
決
定
を
尊
重
し
な
が
ら
、
日
常
生

活
に
必
要
な
金
銭
管
理
の
お
手
伝
い
を

行
っ
て
、
地
域
で
よ
り
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
日
常
的
な
金
銭
管
理
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
安
心
し
た
毎
日

を
送
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　
鯖
江
市
に
お
住
ま
い
で
、
認
知
症

や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど

に
よ
り
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
。

（
診
断
・
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

※

契
約
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
ほ
ど

判
断
能
力
が
低
下
さ
れ
て
い
る
場
合
、

ま
た
判
断
能
力
が
あ
っ
て
身
体
障
が
い

の
み
の
理
由
に
よ
る
場
合
は
本
事
業
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※

ご
相
談
は
無
料
で
す
が
サ
ー
ビ
ス
は
有
料

で
す
。

生活支援員とは、利用者のお宅などを定期的に訪問
し、支援計画に基づき、預貯金の出し入れ、支払い代
行などの支援を実際に行う、この事業の担い手です。
募集人員　若干名 
採用時期　随時 
業務内容　支援計画に基づいた具体的な援助業務
勤 務 日　月曜日～金曜日の間で要相談
勤務時間　１回の支援につき1時間程度
給 与 等　１時間　830円
応募資格　普通自動車免許
応募書類　履歴書（写真貼付のもの）×1部 

暮らしの をお手伝いします！暮らしの をお手伝いします！あんしん

お金の使い方に
不安がある。

計画的にお金を使い
たいけれど、いつも
迷ってしまう。

通帳の管理が
心配。

書類がたくさん届くけ
ど、どう手続きしたら
いいか分からない。

福祉サービス
利用料の支払
いができない。

こんなことで、困ったことはありませんか？

対
象
と
な
る
方

具体的なサービス
日常的金銭管理
○預貯金の出し入れや解約などの手続き
○税金や社会保険料、公共料金などを支払う手続き
○年金や福祉手当の受領に必要な手続き
○医療費を支払う手続き

書類などの預りサービス

【生活支援員さん募集中！】

○預貯金通帳
○証書
　（年金証書・権利書・契約書・保険証書）
○実印・銀行印など
①通常の預かりサービス
　◎普通預金通帳や印鑑などをお預かりします。
　　（無料）
②重要な書類等の保管サービス
　◎定期預金通帳・証書などの重要な書類を
　　銀行の貸し金庫を利用し保管します。
　　（実費要負担）

＜福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）＞＜福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）＞＜福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）＞

【問合せ先】
　鯖江市高齢者・障害者日常生活自立支援センター
　　　　　　　　　（鯖江市社会福祉協議会 鳥羽事業所内

）　

　神明町5-5-37　TEL 51-1839　FAX 51-8805

？ ？



　
日
常
生
活
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

危
険
が
潜
ん
で
お
り
、
転
倒
な
ど
の
怪

我
や
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
に
よ
っ
て
、

急
に
介
護
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
し
て
、
病
院
で
の
治
療
を
終
え
た

家
族
を
自
宅
に
迎
え
入
れ
る
に
あ
た
っ

て
、「
さ
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て

介
護
を
し
て
い
こ
う
か…

…

」
と
い
う

難
題
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
高
齢
の
親
族
に
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
、
家
族
介
護
だ
け
で
は
介
護
す

る
側
に
心
身
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

高
齢
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
ど
の
程
度
の
介
護
が
必
要
な

の
か
、
市
役
所
の
窓
口
に
申
請
し
て
、

自
宅
に
訪
問
調
査
を
し
て
も
ら
い
、
介

護
認
定
審
査
会
に
よ
っ
て
要
介
護
（
１

〜
５
）、
要
支
援
（
１
〜
２
）・
事
業
対

象
者
の
ど
の
段
階
に
該
当
す
る
か
が
判

定
さ
れ
る
と
、
認
定
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
介

護
支
援
専
門
員
）
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
）
を
作
成
し
て
も

ら
い
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
必
要
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
人
が
利
用

で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
大
き
く

分
け
て
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
」「
施
設
サ

ー
ビ
ス
」「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

の
３
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、「
要
支
援
・
事
業
対
象
者
」

の
場
合
は
、
施
設
を
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
は
限
定
的
と
な
り
ま
す
が
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
在
宅
生
活
の

被
介
護
者
に
対
し
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、

（
訪
問
介
護
員
）
な
ど
が
居
宅
を
訪
問

し
て
行
う
サ
ー
ビ
ス
や
、「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
や
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
な
ど

が
あ
り
、
家
族
が
仕
事
や
旅
行
な
ど
で

一
時
的
に
介
護
に
当
た
れ
な
い
と
き
に
、

被
介
護
者
が
施
設
へ
出
向
い
て
短
期
間

介
護
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
介
護
老
人
福

祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）、

介
護
老
人
保
健
施
設
で
行
わ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。 

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
夜
間

対
応
型
訪
問
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通

所
介
護
を
は
じ
め
、
認
知
症
高
齢
者
を

対
象
と
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
、

日
常
生
活
圏
を
離
れ
ず
に
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　
鯖
江
市
内
に
も
た
く
さ
ん
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
こ
が
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
き

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て

み
る
の
が
一
番
で
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
と
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
を
照

ら
し
合
わ
せ
て
候
補
を
選
ん
で
く
れ
ま
す
。

　
鯖
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
こ
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

デイサービスセンター

なかま
　この施設は、高齢者、障がい者の方の福祉の充実を図る
ための複合施設として、高齢者デイサービス、基準該当生
活介護、放課後等デイサービス、日中一時支援事業の各事
業を行う機能を有しています。
　高齢者も障がい者（児）も、お互いに共生し、支え合う
「なかま」となることを期待し、利用者皆さんはもちろん、
市民の皆さんに愛される施設となるよう日々努力しています。
さまざまなボランティア活動の場

空き状況はホームページからも確認できます！

楽しいたこ焼きづくり

お出かけ（花ハス公園）
季節にあわせた
『季節風呂』を
ゆったり満喫できます。
　　・生姜風呂
　　・ハス風呂
　　・よもぎ風呂　等

【問合せ先】
デイサービスセンターなかま　
鯖江市神明町5-5-37　TEL 51-1839　FAX 51-8805

ココが自慢

介護が必要になったら

5 さばえ 社協だより

介
護
は
突
然
や
っ
て
く

る…介
護
は
負
担
が
大
き
す

ぎ
る…

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
ど

ん
な
種
類
が
あ
る
の…

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う

選
べ
ば
い
い
の…

見学・相談 大歓迎！見学・相談 大歓迎！見学・相談 大歓迎！見学・相談 大歓迎！



各種相談・交流の場の案内 　社会福祉協議会では、様々な相談や交流の場を
提供していますので、ぜひ活用してください。

無料法律相談 13：30～16：30弁護士が法律に関する相談に応じます
※相談日の１週間前から予約開始

12/2、16
1/20

たくみ会
（発達の悩み
相談会）

16：00～18：00
障がいのある児童の保護者のための相談・
交流の場です
会場　デイサービスセンター なかま　3F
　　　（軽作業室機能回復訓練室）

心配ごと相談 13：30～15：00民生委員が福祉に関する相談に応じます 12/10、24
1/14、28

結婚相談 19：00～21：00結婚相談員が結婚に関する相談に応じます 12/4、18
1/15

12/27
1/24

ボランティア
サロン 13：30～15：00ボランティアの交流の場です 毎月第1・3土曜日

高齢者向け
囲碁・将棋 13：00～16：00自由に集い、生きがい・仲間づくりの場です 毎週土曜日

時間相談内容 開催日

問合せ先　アイアイ鯖江　☎51‐0091

問合せ先　鳥羽事業所　　☎51‐1839

▶社会福祉法人 鯖江市社会福祉協議会  〒916-0022 鯖江市水落町 2丁目 30番 1号 アイアイ鯖江・健康福祉センター内
▶TEL（代）0778-51-0091   FAX  0778-51-8079

▶鳥羽事業所  〒916-0017 鯖江市神明町 5丁目 5番 37号　▶TEL  0778-51-1839   FAX  0778-51-8805
デイサービスセンターなかま　放課後等デイサービスセンター・日中一時支援

総務課 　　　地域福祉・総務係 /鯖江市ボランティアセンター
介護保険課　　居宅介護支援事業所 /ホームヘルプサービスセンター /神明地区地域包括支援サブセンター
 　　　デイサービスセンター /訪問入浴サービスセンター
鯖江市共同募金委員会

鯖江市高齢者・障害者日常生活自立支援センター　鯖江市障害者生活支援センター
▶ふれあいの家  〒916-1105 鯖江市吉谷町 23-11　▶TEL  0778-77-0023   FAX  0778-77-0023

認知症対応型通所介護事業所

　以前から、日本で少子化が問題になっている。出生率が1.4と言
うことは、夫婦の子供が1人か2人の家庭が大部分と言う事であろう。
子供さんが1人家庭の子供同士が結婚する可能性はかなり高いので、
その場合その血族は急激に減少し、少し時間が掛かるにしても、や
がては無に帰すことになろう。
　現在、命の大切さ、個人主義の大事さが教えられているが、少
子化が進むと、個人の存在していた足跡は急速に希薄化することに
なる。自分など消えてしまってもどうということもないと奇麗ごとを言わ
れる人も居られるかもしれないが、だとすると自分を大切にする個人
主義の思想と矛盾することになり、自己を消し去る方向に竿を指して
いることになる。

　人間は生物であり、地球に生命が誕生してから間もなく、生物は
有性生殖で進化の速度を高める道を選んでいる。そうしてそれも、
宇宙の大きな力がそれを許容したのであって、自分で選んだのでは
ない。人間が少子化への道を突き進み、命の継承と逆行する道を
歩むとしたら、宇宙原理の方向に反することになり、日本人のDNA
は消失し、日本の文化の消失へ向かう事になる。
　近頃日本の和食が高い評価を受けているから、和食は世界に残
るだろうと思うとしたら、外国で、外国人の出している和食の店のこ
とを思い出してもらいたい。真の和食を維持することは、容易では
無い事を悟るからである。日本人が消滅しても日本文化は残るであ
ろうと思うのは安易な空想で、消える可能性の方がはるかに高いの
である。自分の存在だけは世界の中で認められ、銅像化して残さ
れるとでも思うとしたら、それは果たせぬ夢であろう。　　　（T.Y.S）

悲田院 No.62「少子化に思う」

10月  1日

10月18日

匿名

匿名

皆さんからのあたたかい心遣いありがとうございます。社会福祉協
議会への寄付は税制控除の対象となります。

紙パット×９
紙おむつ×２
紙パンツ×２
使い捨てシート×２
紙おむつ×２１
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寄　付
10月  6日
10月16日
10月25日

匿名
ユーカルフェスタ2019
鯖江市婦人福祉協議会

20,000円
3,399円
35,000円

義援金

台風19号で被災された被災さ
れた方のために、鯖江市婦人
福祉協議会は「60周年記念事
業」研修会で募金箱を設置し、
集まった義援金を鯖江市共同
募金会に寄付いただきました。


